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  はじめにはじめにはじめにはじめに    
このたびは、ＣＫＤの比例制御モータバルブ「ＭＸＧＣ形」をご採用いただきまして、ありがとうございます。 

1.1.1.1.使用目的使用目的使用目的使用目的    

一般産業機械・設備に使用するモータ駆動式比例制御ボール弁。 

2.2.2.2.使用用途使用用途使用用途使用用途 

空調設備などの暖房、除湿制御や発熱体の冷却制御の流体制御用バルブとして最適です。 

3.3.3.3.全般的全般的全般的全般的なななな注意事項注意事項注意事項注意事項 

●この取扱説明書は開梱・施工・使用・保守にいたる製品の取り扱いに関する基本事項が記述されています。 

●この取扱説明書の施工に関する内容は機械及び電気の専門技術者を対象にして記述してあります。 

  設計・施工前によく読み機械・設備の安全の確保及び本製品の適切な取り扱いに配慮してください。 

4.4.4.4.安全上安全上安全上安全上のののの注意注意注意注意 

●人身事故及び火災などの財産上の拡大被害を回避するために、適所に警告文が記載してあります。絶対に

噂守してください。 

●警告表示はリスク査定により『危険』『警告』『注意』とすべきでありますが、本製品は機械・設備に使

用する構成部品であるため、すべて『注意』で記述してあります。 

  表示例 

 

 ！！！！  注意注意注意注意：：：：警告文章警告文章警告文章警告文章 
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１１１１．．．．開梱開梱開梱開梱 

●ご注文の製品形番と製品銘板の形番が同一であることを、確認してください。 

●定格電圧が合致していることを確認してください。 

●外観に損傷を受けてないことを確認してください。 

●保管時は弁の内部に異物が入らないように、シール栓をつけて保管してください。そして配管時にシー

ル栓を除去してください。 

２２２２．．．．基本的基本的基本的基本的なことなことなことなこと 

2.1  何ができるか 

比例制御モータバルブはボール弁の開度を外部よりの入力信号で変化させることができる、バルブで

す。 

2.2  必要構成部品（図 2.1 参照） 

実際の使用時は  

① 比例制御モータバルブ 

② 制御部（調節部）―――例）温調計、調節計、パソコン 

③  検出部(センサー)―――例）測温抵抗体、熱電対、流量計 

の３種類の部品が必要となります。 

2.3 実際の使用例 

 温水による菓子類の乾燥制御について（3.4.1 項 参照） 

 

               

 

 

 

 

 

（図 2.1 使用例） 
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３３３３．．．．使用使用使用使用するするするする前前前前にににに 

3.1 比例制御比例制御比例制御比例制御モータバルブモータバルブモータバルブモータバルブ    選定上選定上選定上選定上のののの注意注意注意注意 

          

           ！！！！  注意注意注意注意 

●●●●緊急遮断弁緊急遮断弁緊急遮断弁緊急遮断弁などにはなどにはなどにはなどには使用使用使用使用できませんできませんできませんできません。。。。 

本バルブは緊急遮断弁などの安全確保用バルブとしては設計されておりません。 

そのようなシステムの場合は別の確実に安全確保できる手段を講じた上でご使用ください。 

●●●●防爆雰囲気防爆雰囲気防爆雰囲気防爆雰囲気ではではではでは使用使用使用使用できませんできませんできませんできません。。。。 

防爆雰囲気で使用される場合は防爆用電磁弁シリーズの中からご選定ください。 

●●●●使用流体使用流体使用流体使用流体についてについてについてについて 

 仕様にある流体以外は流さないでください。 

●●●●流体温度流体温度流体温度流体温度 

 仕様にある流体温度範囲にて使用してください。 

●●●●周囲環境周囲環境周囲環境周囲環境についてについてについてについて 

 腐食性ガス及び構成材料を侵すような雰囲気では使用しないでください。 

 発熱体の近くまたは輻射熱を受ける場所では使用しないでください。 

 使用周囲温度範囲内でご使用ください。 

 寒冷地使用の場合、適切な凍結防止対策を行ってください。 

●●●●作動圧力範囲内作動圧力範囲内作動圧力範囲内作動圧力範囲内でごでごでごでご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

3.1.1 口径選定について 

口径を選定する際は、必要とする流量にあった口径のものを選定してください。 

3.1.2 使用流体 

使用できる流体は冷却制御用などの水道水、加熱制御用の温水となります。温度は 0 から 80℃までで

すが高温にて使用する際は周囲雰囲気が 50℃以上にならないように、通風などに注意してください。 

また、流体の粘度は 500ｍｍ2/ｓまで使用できますが流体の種類により特性が違うことがありますので、

ご注意ください。 

3.1.3 使用装置 

装置全体を設計する際、制御方法はＯＮ／ＯＦＦ制御ではなくＰＩＤ制御等作動の無駄のない制御を

行うようにしてください。 

ＯＮ／ＯＦＦ制御ではこきざみな動きの制御となりアクチュエータ部の寿命を短くすることとなりま

すし、モータの発熱など別の不具合の原因ともなります。 

3.2 使用前使用前使用前使用前のののの必要検討事項必要検討事項必要検討事項必要検討事項 

3.2.1 内部漏れ 

初期は水圧にて 0ｍｍ３/ｍｉｎですが使用期間と共に増えてきます。その量は使用している角度範囲、

頻度、圧力などで大きく違うため規定できませんが、漏れのない閉止機能が必要な場合は配管に別途、

流体を止めるためのバルブを設置してください。 

3.2.2 寿命 

製品の寿命は使用条件により大きく異なるため規定することは困難となります。 

ただし、最も摩耗の早いアクチュエータ内のギヤ寿命は定格条件下にて連続 500 時間となります。こ

の時間は連続使用時間での値ですので、無駄時間のないＰＩＤ制御などで実際の作動（通電）時間を

短くし通電頻度を下げることにより製品の寿命期間を長くすることができます。 

また、口径を小さくしたり流体圧力を下げたりすることもアクチュエータへの負荷を軽くすることと

なりますので、これらの点に注意して装置設計を行ってください。 
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    ！！！！  注意注意注意注意：：：：試験確認試験確認試験確認試験確認のののの必要性必要性必要性必要性についてについてについてについて    

●実際実際実際実際にににに装置装置装置装置としてとしてとしてとして設備設備設備設備にににに取付取付取付取付けるけるけるける前前前前にににに以下以下以下以下のののの点点点点についてについてについてについて試験的試験的試験的試験的にににに動作確認動作確認動作確認動作確認をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。

制御方法制御方法制御方法制御方法によってはによってはによってはによっては意図意図意図意図したしたしたした性能性能性能性能がががが得得得得られないられないられないられない場合場合場合場合もありますもありますもありますもあります。。。。全体全体全体全体のののの設備装置設備装置設備装置設備装置をををを稼働稼働稼働稼働してからしてからしてからしてから

ではではではでは変更変更変更変更がががが大変大変大変大変なななな場合場合場合場合がありますのでがありますのでがありますのでがありますので必必必必ずずずず事前事前事前事前にににに試験確認試験確認試験確認試験確認をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

3.2.3 製品間のばらつき 

同一の形番、口径の製品を数台購入頂いて同じ制御信号で設定を行っても製品間のばらつきがあるた

め同じ流量は得られませんので注意してください。 

3.2.4 再現性（繰り返し性） 

製品間のばらつきは上記のように発生しますが、同一製品であれば信号値に対する開度量のばらつき

はなく、再現性があります。ただしＡ－Ｃ流路方向作動、Ｂ－Ｃ流路方向作動での差は発生しますが

同一方向に対しては繰り返し作動での誤差は発生しません。 

3.2.5 制御信号のノイズ、電源ラインのノイズ 

制御信号のノイズ、電源ラインのノイズは極力無いようにしてください。（具体的対策は 5 項を参照

してください。） 

電流入力の制御信号に乗ってくるノイズはそのまま開度信号と解釈され開度を変化せようとし、通電

頻度を極端にあげることとなります。通電頻度が極端にあがりますとバルブの寿命を短くすると同時

に発熱によりサーマルプロテクタ（7.4 項参照）が作動しモータへの通電を止めることとなります。ま

た電源にノイズが乗ってきた場合も同様です。 

3.2.6 発生するノイズ 

ステッピングモータを使用し、ボールバルブを回転させていますので約 1Ａ近くの電流が流れます。 

電源ラインは電圧降下やノイズの発生源となることがありますので、パソコンなど極端にノイズに弱

い機器はノイズフィルタなどのノイズ対策を施してください。 

3.2.7 電圧降下 

電源電圧が変動したり降下したりしますとその変化量はそのまま開度制御量の変化として現れます。 

電源電圧は変化のないよう容量に十分余裕を持ったものを使用してください。 

（市販のスイッチングパワーサプライで 50Ｗクラスのものを使用してください。） 

3.2.8 シーケンサ等の電源の利用 

一般的にシーケンサ等についている電源は容量が小さいため使用できません。 

3.3 実際実際実際実際のののの制御制御制御制御をををを行行行行うううう前前前前にににに 

 

 

 

 

 

    3.3.1 作動頻度 

作動頻度は装置全体の寿命や安定性等に影響しますので必ず確認してください。実際に制御を行い、

作動頻度を開閉表示穴の動き等で確認してください。注意点としては表 3.1 となります。 

尚、最大通電頻度は、3秒作動／5秒停止です。これを厳守して下さい。特に、ボールバルブがロック

した場合は連続通電状態になりますので、直ちに稼働を停止し、問題を取り除いて下さい。 

       表 3.1 

現象 判断 対策 

10秒間に1～2秒以下で作動

する 

◎ 理想的な作動です。 

（ただし対象によっては誤差が多い場合もあります。） 

連続的にＡ－Ｃ流路、Ｂ-Ｃ

流路作動を行っている。 

×××× 制御そのものは誤差もなく安定していてもモータバルブに

対しては高頻度作動のため悪影響を与えますので、調節計の

ＰＩＤ定数などの見直しなどを行ってください。 
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3.3.2 安定性 

温度制御などで目標温度に対しどの程度誤差を持つのか、発振はあるかを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●図 3.1 のように目標温度に対し実際の制御が安定せず発振するときは調節計のＰＩＤ定数の見直し等

も必要ですが温水などの流量（操作量）が多い場合、最小分解度での量が大きすぎて適度な流量が得

られていない場合がありますので、使用する流体の流量や温度についても検討してください。 

●制御誤差が出るときは与える熱量に対して奪う熱量（放熱、吸熱）のバランスがとれていない場合で

すので同様に使用する流体の流量や温度について検討してください。 

3.3.3 精度 

目標温度に対し制御の状態がどの程度の変動をもつのかが誤差となります。 

制御方法にもよりますが理想的な制御状態でも実力として±1℃程度が限界となる場合が多いです。 

精度を上げることはどうしても作動頻度をあげることとなりますので（発熱によるサーマルプロテク

タの作動及び寿命の加速等悪影響を与えますので）、支障のないところでできるだけ誤差範囲を広く

設定してください。 

3.4 実際実際実際実際のののの制御制御制御制御についてについてについてについて 

3.4.1 過去の制御例 

実際に比例制御モータバルブでご使用頂いた例を示しますと、先にも表示しました飴菓子などの乾燥

ラインでの使用例があります（2.3 項 図 2.1 参照）。これはコンベアに流れてくる飴菓子の乾燥装

置で、ファンコイルへ流れ込む温水の流量を調整することにより、乾燥用コンベア内の温度を制御し

飴菓子の乾燥を最も良い温度条件で行います。 
食品に関しては、乾燥温度などは食感に影響しますので、比例制御モータバルブは絶大な効果を発揮

します。 

3.4.2 向く制御、向かない制御 

●向く制御 

加熱、冷却などの温度制御で目標温度に対し供給する熱量と周囲温度などの奪われる熱量のバランス

がとれていると制御が安定します。 

●向かない制御 

開度分割の細かい流量制御、圧力制御など位置精度を必要とする場合は制御が安定せず頻繁に通電、

作動することとなりやすいですので注意してください。 

3.4.3 流量制御、圧力制御、温度制御 

●流量制御 

分解能が 2.5％（約 40 分割）ですので圧力が高い場合は 1 段階作動しただけで極端に流量が変化する

ことなどが考えられますので微少な流量制御は困難となります。 

●圧力制御 

流量制御同様１段階作動しただけで極端に圧力が変化することなどが考えられますので微少な圧力制

御は困難となります。 

時間

目標温度

発振

制御誤差

（図 3.1 制御状態） 
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●温度制御 

実際に制御しているものは流量ですが熱交換器を介しているため、応答が鈍く分解能の影響が出にく

いため最も効果的な制御といえます。 

            表 3.2 

制御対象 効果 注意点 

流量制御 △△△△    0.1MPa 以下なら制御可能 

圧力制御 △△△△    0.1MPa 以下なら制御可能 

温度制御 ◎◎◎◎    温調計との組み合わせで効果大 

3.4.4 応答性について 

ギヤ－ドモータの使用により回転トルクを発生していますので作動速度はＢ－Ｃ流路からＡ－Ｃ流路

までの作動時間として 7～9秒は必要となります。流量制御のように高応答性を求められる場合は注意

が必要ですが温度制御のように制御の対象の応答が鈍い場合は問題になりません。 

3.4.5 制御機器（温調計、調節計） 

制御機器は市販の温調計や調節計を使用することによりコスト面、機能面にメリットがあります。 

市販の温調計は多くの機能を持った上制御上の無駄をなくすＰＩＤ制御のためのオートチューニング

機能などが入っていますので最小のシステムで装置設計を行うのに効果的です。 

3.4.6 パソコンからの制御及びマイコンボードの使用 

パソコンやワンボードマイコンで制御する際は目標値に対するＯＮ／ＯＦＦ制御とならないようにし

てください。高頻度の連続通電となり、寿命等に悪影響を与えます。 

3.4.7 センサの種類、選定 

制御システムを設計する際はセンサについてよく検討してください。温度制御時は特に問題はないと

考えられますが、流量制御の時は流量センサの性質に大きく影響されます。 

パルスタイプのものは信号値に波が発生し制御が不安定になりますので使用しないでください。 

４４４４．．．．配線上配線上配線上配線上のののの注意注意注意注意    

 ！！！！ 注意注意注意注意：電源配線については誤配線を行いますと短絡事故などの原因となりますので確実に
配線してください。 

4.1 電源について 

電源については以下の点に注意してください。 

●電源を選定される場合は十分に余裕をもって選定してください（50Ｗクラス推奨）。また全波整流回

路はリップルや 0電圧等の影響がありますので使用を避け、安定化電源を使用してください。 

●電源の変動は最終的にボール弁の開度に影響しますので、ＤＣ24Ｖ±10％範囲としてください。 

●消費する電流が大きいこと、ステッピングモータを使用していること等から突入電流や作動電流のノ

イズはどうしても発生します。同じ電源線にパソコン等ノイズの影響を受けそうな機器がある場合は、

ノイズフィルタの設置を行ってください。 

4.2 配線方法について 

●電気設備の保安のためにヒューズ等の遮断機を使用してください。 

●配線用電線は目安として 0.5ｍｍ２程度を使用してください。 

●配線方法によっては周辺機器のノイズの影響を受けることもありますので、以下の点に注意して配線

作業を行ってください。 

①電源線と信号線は分離する。極力離して配線してください。 

②一つのダクト内に集中して配線しない。 

③高周波機器の近くに設置および配線を通過させない。 
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  ＜＜＜＜ノイズノイズノイズノイズについてについてについてについて＞＞＞＞ 

ノイズの影響は思わぬ不具合の原因になったりします。 

誤作動、寿命の加速等、全体の制御系に影響することが考えられますので、本取扱説明書の各所に書か

れてありますノイズ対策の処置を必ず守ってください。 

4.3 実際の配線例 

直流電源　ＤＣ２４Ｖ

黒

赤

供給範囲

白

制御信号　ＤＣ　４～２０mA  

      （図 4.1 配線図） 

図 4.1 のように配線しますが簡単にまとめますと以下の表 4.1 のようになります。 

 表 4.1 配線内容 

モータバルブの 

キャブタイヤコード色 

使用方法 

  （ 内容 ） 

白 電源のプラス側 ＋24Ｖを接続してください 

黒 電源マイナス側 0Ｖ（ＧＮＤ）及び 制御信号の 0Ｖ（ＧＮＤ）もここ

へ接続してください。 

赤 制御信号の 4(0)～20ｍＡのプラス側を接続してください。 

また配線の際はリード線がひっぱられた状態にならないようにワイヤーバンド等で固定してください。 

接続部については確実に接続、絶縁処理を行い、接触不良、絶縁不良等のないよう確実に作業を行って

ください。 
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５５５５．．．．取付取付取付取付、、、、配管配管配管配管、、、、設置上設置上設置上設置上のののの注意注意注意注意 

5.1 取付け 

保守及びメンテなどを考慮し以下のように十分にスペースを取り配管を行ってください。 

 

        （図 5.1  配管例） 

取り付け姿勢はアクチュエータ部を上にして±90°の範囲に設置してください。 

＜垂直配管の場合＞＜水平配管の場合＞

９
０
°

９
０
°

 

          （図 5.2  取り付け姿勢） 

 

 

 

MMMMXXXXGGGGCCCC

配管の重量、振動がバルブに直接 加わらないように配管の固定、支持を行ってください。

バルブの前に８０～１００メッシュのストレーナを設置してください。

ﾒﾝﾃ時の使用を考えてバイパス配管を設けてください

バルブ取り外しのために床および壁より１００ｍｍ以上空間をとってください。

手動操作が行えるように周囲を３００mm以上あけてください。

バルブ取り外しのために両側にユニオン継ぎ手を取り付けてください

アクチュエータ取り外しのために200mm以上あけてください。

仕仕仕仕切切切切弁弁弁弁

スススストトトトレレレレーーーーナナナナ
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5.2 配管 

●本製品に配管を接続する場合、加圧ポートはＣポート限定となります。 

●配管時にはアクチュエータ部には力を加えないでください。 

●キャップ側の配管はキャップを、ボディ側を配管するときはボディをスパナ等で固定して、ねじ込ん

でください。 

●配管時の締め付けトルクは以下の表 5.1 を参照してください。 

表 5.1  配管締付トルクの推奨値 

配管の呼び径 配管の締付トルク（推奨値） 

Rc1/2 41～43Ｎ･ｍ 

Rc3/4 62～65Ｎ･ｍ 

Rc1 83～86Ｎ･ｍ 

●配管材には異物、切り粉、バリの付着がないことを確認してから配管してください。 

●配管のねじ長さは有効ねじを守ってください。またねじ部先端より半ピッチ程度は面取り仕上げしてく

ださい。 

●清掃方法は 0.3ＭPa 以上の空気圧を吹き付けて配管内の異物、切り粉、バリを除去してください。 

シール剤の使用については配管内に入り込まないように十分注意すると共に外部漏れのないようにして

ください。 

●ねじ部のシールテープを巻くときは、ねじの先端を 2～3 山残して巻きつけてください。液状シール剤

を使用するときも先端を 2～3山残して多すぎないように塗布してください。バルブのめねじ側には塗布

しないでください。 

固形液状シール剤

（　誤　）（　正　）

固形液状シール剤

シールテープ

（　誤　）（　正　）

シールテープ

 

   （図 5.3 シール材について） 

5.3 設置 

●設置場所は保護構造が許せる範囲なら屋外の設置も可能ですが、直射日光を避け、雷害などを避けるた

めにも樹脂配管等の処置を行ってください。 

●振動 5Ｇ以上の場所では使用しないでください。 

●寒冷地の場合は適切な凍結防止対策を行ってください。 

5.4 センサについて 

センサの設置位置は十分に検討してください。特に温度センサの設置場所は温度の偏り等により全体の

制御が誤差を持ち間違った制御となりやすいので、充分に撹拌し温度にむらが生じないようにしたうえ

で最も平均的な温度が検出できる場所に設置してください。 
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６６６６．．．．制御時制御時制御時制御時のののの注意及注意及注意及注意及びびびび確認事項確認事項確認事項確認事項 

6.1 制御初期について 

（1）単体作動について 

●実際の設備配管が終わった後では、もし誤配線があった場合修正が大変ですので電気配線が終わった

段階で一度通電作動確認を必ず行い、制御でＡ－Ｃ流路Ｂ－Ｃ流路切り替えが行えることを確認して

ください。 

（2）漏れについて 

●流体を加圧状態にして接続部の漏れを確認してください。漏れの確認は圧縮空気（0.3ＭＰａ～0.5

ＭＰａ）を供給し石鹸水を塗布し気泡発生の有無で確認することをおすすめします。 

（3）初期作動について 

●必要であれば、シンクロスコープなどで電源ラインおよび信号ラインにノイズが乗ってないか確

認してください。また作動中に許容電圧範囲以下に電圧降下するようなことがないか確認してく

ださい。 

●制御中のモータバルブの作動（通電）頻度を調べてください。 

高頻度で連続通電になるような場合は製品寿命や作動に悪影響が発生しますので以下のような  

対策例を参考に変更を行ってください 

         表 6.1 

調節計、温調計を使用

の場合 

オートチューニング機能付きのものを使用し実負荷のある状態でオー

トチューニングを行い、作動頻度の低い（無駄時間のない）効率的な制

御を行ってください。 

パソコン、マイコンボ

ードの場合 

目標値と検出値の比較演算のプログラム上にＰＩＤ制御などのソフト

を組み込んでください。（詳細は文献でご調査願います。） 

７７７７．．．． 使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意    

      ！！！！  注意注意注意注意    

●使用中はモータが発熱しますので、ボンネットに触らないでください。 

またボンネットを分解しないでください。感電や火傷の恐れがあります。 

●通電時は電気配線接続部（裸充電部）に手や体を触れないでください。感電の恐れがあります。 

7.1 手動操作について 

停電等の緊急時以外は使用しないでください。また手動

操作時は以下の手順にて行ってください。 

①電源を必ず切ってください。 

②中間ブッシュの開閉表示穴に十字ねじ回し（Ｈ2形、2

番）を差込み徐々に力を加えていき、ゆっくり回して

ください。Ｓ～Ｏ、Ｏ～Ｓ間を約 20 秒程度で回してく

ださい。（図 7.1 参照） 

7.2 電源のＯＮ／ＯＦＦ 

電源から通電のＯＮ／ＯＦＦを行う場合、作動電流が大

きいためリレーなどの接点は容量の大きなものを使用し

てください。（ＤＣ24Ｖ以上で 3Ａ以上は必要です。） 

7.3 ブレーカの容量 

ヒューズやブレーカを設置する場合、容量は５Ａ程度の

ものとしてください。 
（図 7.1 手動操作） 

開閉表示穴

ＯＯＯＯ：：：：AAAA----CCCC 流流流流路路路路

ＳＳＳＳ：：：：BBBB----CCCC流流流流路路路路 
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7.4 サーマルプロテクタの働き 

アクチュエータ内にはモータの焼損防止の対策として、サーマルプロテクタが入っています。これは何

らかのトラブルや高頻度作動時、モータの発熱が高くなりすぎたとき一時的に電源を遮断し発熱の自然

冷却を待ち、再度作動が行えるようにします。 

サーマルが作動しているときは何らかの不具合があると考えられますので制御方法やボール弁内の異物

の噛み込み等がないか点検を行ってください。 
7.5 その他 

●使用中は足場にしたりしないでください。 

●長期間使用しない場合は内部に残留している水を完全に除去してください。水が残留していると錆が発

生し作動不良、漏れ不良の原因となります。 

●ボールバルブをロックさせないでください。機械的な寿命に影響しますので、直ちに問題を取り除いて

下さい。 

８８８８....保守保守保守保守、、、、メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス上上上上のののの注意注意注意注意 

8.1 保守、点検 

本製品を最適状態でご使用頂くために定期点検は半年に一度は行ってください。点検方法は以下の内容

に従って行ってください。 

●作動について 

正常に作動しつづけていても摩耗部品の劣化は発生していますので以下の確認を行ってください。 

      表 8.1 

音 初期に比べて作動時の音が大きくないか、ムラがないか 

熱 アクチュエータの表面が 60℃以上に発熱してないか 

上記の問題が確認され、作動に影響が発生しはじめましたらアクチュエータの交換を行ってください。 

●内部漏れについて 

比例制御の場合ボール弁のシートの摩耗が偏り、内部漏れが早く発生しやすくなります。摩耗がすす

みますとアクチェータ側へも影響を与えますので、定期的に全閉側の漏れを確認してください。 

数１０ｃｍ3/ｍｉｎ以上漏れている場合はボール弁の交換を行ってください。 

●ストレーナの目詰まりに注意してください。 

8.2 保守部品 

保守部品としてはアクチュエータとボール弁となります。 

異常が発見された場合は 10 項に従い交換作業を行ってください。 

９９９９．．．．分解分解分解分解、、、、組立組立組立組立    

    ！！！！        注意注意注意注意：：：：電源電源電源電源をををを切切切切りりりり流体流体流体流体をををを止止止止めてからめてからめてからめてから作業作業作業作業をををを開始開始開始開始してくださいしてくださいしてくださいしてください    

9.1 アクチュエータの取り替え 

●分解手順 

① 結線をはずしてください 

② 六角ボルトをスパナで緩めてください。 

③ アクチュエータを上にもちあげるとボール弁と分離します。 

●組立手順 

①ボール弁のＡ－Ｃ流路Ｂ－Ｃ流路の位置を新しいアクチュエ

ータのマーキングと合わせてください。 

②六角ボルトを 5～7.5Ｎ･ｍにて締め付けてください。 

③結線を行ってください。 

④電源を入れ通電を行い作動の確認を行ってください。 

 

（図 9.1） 

ｱｸﾁｭｴｰﾀ

開閉表示穴

リード線

六角ボルト

ボール弁
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9.2 ボール弁の取り替え 

●分解手順 

①六角ボルトをスパナでゆるめ、アクチュエータを分離してください。ただしリード線が引っ張られ

た状態にならないようにしてください。 

②ボール弁の配管をゆるめボール弁をはずしてください。 

●組立手順 

①新しいボール弁を配管してください。キャップ側配管時はキャップをボディ側配管時はボディをス

パナで固定して配管してください。 

②アクチュエータをボール弁にのせ、六角ボルトにて締付トルク 5～7.5Ｎ･ｍで締め付けてください。 

③流体圧力を加え流体が外部へ漏れないことを確認してください。 

④電源を入れ通電を行い作動の確認を行ってください。 

１０１０１０１０．．．．比例制御比例制御比例制御比例制御モータバルブモータバルブモータバルブモータバルブのののの基礎知識基礎知識基礎知識基礎知識    

10.1 比例制御比例制御比例制御比例制御についてについてについてについて 

10.1.1 電流入力信号 

開度制御のための電流入力信号は“4～20ｍＡ”と表現され、実際に 4ｍＡ付近でボール弁が開き始

めますが製品間のばらつきにより正確な数値ではありませんので入力信号と開度の関係は以下のよ

うに考えてください。 

        表 11．1 

入力信号 開度 

0ｍＡ Ｂ－Ｃ 流路位置 

20ｍＡ Ａ－Ｃ 流路位置 

また内部インピーダンスは 240Ωですので 240×0.02＝4.8Ｖ程度は制御電圧が必要となります。 

10.1.2ＰＩＤ制御について 

市販の調節計にはほとんど“ＰＩＤ”制御が行えるような“オートチューニング”機能を持っていま

す。これは制御するもの毎に合った専用の最良通電タイミングを持たせるための機能です。 

ボール弁がどんなに高頻度で動いても制御するもの（対象）によっては無駄な動きになってしまいま

す。その無駄な制御量をみつけることがオートチューニングといわれこのことにより無駄な通電がな

くなり作動頻度をさげることができるようになります。 

これは製品の寿命を長くするためにも必要な制御ですので必ずＰＩＤ付の調節計を使用してくださ

い。 

10.1.3 入力信号と流量の関係について 

制御用入力信号とボール弁の流量特性（Ｃｖ値）の関係は以下の図 11．2 のようになります。 

ただし、この特性も製品間によりばらつきを持つため、目安程度となります。またボール弁の特性上、

Ｂ－Ｃ流路付近とＡ－Ｃ流路付近は 1ステップ（最小変化幅）での流量変化が大きいため実使用に向

きません。また最大Ｃｖ値の 1/2 程度の流量付近で制御が行えるよう口径を設定することにより安定

した制御が得られます。 
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10.1.4 分解能 

分解能はボール弁の作動角度（90°）に対する分割数といえます。 

入力信号にたいして無段階的に開度変化が行えることが理想ですが構造上の問題で細かく階段状に

なっています。 

最小分割量 ２．５％ 以下

流量特性（Ｃｖ値）

開度信号

拡大

 

        （図 10.3 分解能） 

その一段幅が最小分割量となり分解能といいます。従って“2.5％”とは実際には 90°を“40 分割”

ということで角度として 2.25°となります。 

10.2 こんなこんなこんなこんな制御制御制御制御はできないかはできないかはできないかはできないか？？？？ 

10.2.1 蒸気使用の温度制御 

モータバルブシリーズの中で温度制御に仕様を限定したＭＨＢＰシリーズが適しております。 

10.2.2 禁油処理 

構造上、シャフト回転部にはグリス塗布が必要です。完全な禁油処理は不可ですがボールシート部の

みの簡易禁油は可能です。 

10.2.3 大口径（50Ａクラスまで） 

50Ａクラスの配管でも実際の比例制御範囲はＢ－Ｃ流路～Ａ－Ｃ流路ではなく、一部の流量範囲であ

ることが多いですので、標準の大口径モータバルブと比例制御モータバルブの組み合わせのご使用を

ご検討ください。 

 

AAAA----CCCC側側側側ポポポポーーーートトトト 流流流流量量量量 BBBB----CCCC側側側側ポポポポーーーートトトト 流流流流量量量量
全全全全開開開開状状状状態態態態

全全全全閉閉閉閉状状状状態態態態

振振振振りりりり分分分分けけけけ制制制制御御御御範範範範囲囲囲囲

 

（図 10．2 流量特性） 

販売終了



                                         ＳＭ－50590/3   

－17－ 

10.2.4 気体の流量制御 

ボールバルブの場合、流路断面積の変化が大きいため精度幅を小さく要求される気体などの場合はほ

とんど使用に適しません。 

10.2.5 ボール弁の開度のみモニタ－表示。 

簡易制御タイプ（ＭＸＢＧＣ－Ｎ）を使用してください。ただしボールバルブの場合部品の連結部に

ガタツキがあり、開度の誤差が含まれますので目安程度に使用するようにしてください。 

10.2.6 ゼロ位置、スパン位置の変更 

ゼロ位置（Ｂ－Ｃ流路位置）、スパン位置（Ａ－Ｃ流路位置）は工場出荷時に調整してあります。た

だし流量範囲の変更を行いたい場合、制御基板上のトリマー（半固定抵抗）にて変更することは可能

ですが一度変更しますと初期状態に戻すことが困難ですのでできるだけ制御信号側で制御範囲の変

更を行ってください。（変更が必要な場合はご相談ください。） 

10.3 電気電気電気電気のののの基礎基礎基礎基礎 

10.3.1 消費電流 

本製品に置いて消費電流のほとんどがステッピングモータへ流れ込む電流です。 

モータはコイルと同様インダクタンスをもっていますので電流は電圧に対し位相がずれます。 

そのため消費電流は単純なオームの法則には従いませんのでピーク値と平均値という形で表してい

ます。ですから平均値は 750±100mA としておりますが瞬間にはピークで 1.2A 程度流れますので、安

定化電源としては 50Ｗクラスの使用をおすすめします。 

10.3.2 電流入力信号 

一般的には 4ｍＡから 20ｍＡで開度量を制御します。 

電流制御のメリットは電圧ノイズに強い点や電送距離の影響を受け難い点などにあります。 

但し、ボールバルブの場合、開き始めの位置と入力信号の整合性が取り難いため、Ｂ－Ｃ流路位置を

0ｍＡという形にしております。 

10.3.3 入力インピーダンス 

モータバルブ側は、上記のように制御信号は電流で受けますが内部回路は電圧に変換して比較演算処

理を行います。その際の電圧変換に用いる抵抗値を入力（内部）インピーダンスといいます。 

本製品の場合は 240Ωとなっておりますので、実際の内部回路では入力電流 4～20ｍＡ×（内部）イ

ンピーダンス 240Ω＝0.96Ｖ～4.8Ｖにて制御しています。 
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１１１１１１１１．．．．トラブルトラブルトラブルトラブル時時時時のののの対処方法対処方法対処方法対処方法    

モータバルブが使用目的どおり作動しない場合は下表に従い点検してください。 

           表 12．1     

故障故障故障故障のののの状態状態状態状態    原因原因原因原因    
初期初期初期初期////    

使用中使用中使用中使用中    処置処置処置処置    

全波整流回路になっている 初 安定化電源（50Ｗ）に変更してください。 

誤配線 初 配線図に従いモータバルブ側、制御側とも

に確認してください。 

電力不足、電圧降下 初／中 電源容量に十分余裕を持たせてください。 

ボール弁内部に異物の噛み混み、

弁シートの固着（ロック状態） 

初／中 ボール弁を交換してください。 

雷害、誤電圧の印加、誤配線 中 アクチュエータ部を交換してください。 

ブレーカなど遮断機の作動 初／中 漏電など、ブレーカ作動の原因を解明処理

の上、再通電してください。 

サーマルプロテクトの作動 

 

中 高頻度使用が原因ですので制御方法を検討

してください。 

ボール弁のロックの有無を確認してくださ

い。 

無理な手動操作にてギヤの破壊 中 アクチュエータ部を交換してください。 

作動しない 

ゼロ、スパン調整後開度がおかし

い 

中 再調整してください。 

（手順をお問い合わせください） 

ボール弁内部に異物の噛み混み 初／中 ボール弁を交換してください。 

弁シートの摩耗 初／中 ボール弁を交換してください。 

ゼロ、スパン調整後開度がおかし

い 

中 再調整してください。 

（手順をお問い合わせください） 

無理な手動操作にてギヤの破壊 中 アクチュエータ部を交換してください。 

サーマルプロテクトの作動 初／中 高頻度使用が原因ですので制御方法を検討

してください。 

制御できない 

漏れる 

下限付近で繰り返し作動を行っ

た為弁シートが偏摩耗 

中 ボール弁を交換してください。 

調節計のＰＩＤ定数が合ってい

ない。 

初／中 オートチューニング等で制御対象にあった

定数を設定する。 

制御信号及び電源ラインのノイ

ズ、バルブより発生するノイズ 

初／中 ノイズフィルタを設置してください。 

安定しない 

流量が多すぎる 初／中 流量を絞るか、口径を小さくしてください。 

誤差が大きい 放熱、吸熱が悪い 初／中 流量や温度を見直してください。 
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１２１２１２１２．．．．内部構造図内部構造図内部構造図内部構造図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （図 13．1 構造図） 

 

                                            表１3．１部品表 

品番 部品名 材質 品番 部品名 材質 

1 ボンネット ADC12    12    制御基板     

2 ガスケット NBR 13 モータ  

3 平歯車 C3604 14 ポテンショメータ  

4 Ｏリング FKM 15 取付板 A2017 

5 シャフト    SUS303(SUS304) 16 マイクロスイッチ  

6 Ｏリング FKM,NBR 17 カム POM 

7 キヤップ CAC408(SCS13) 18 中間ブッシュ SUS303 

8 Ｏリング FKM 19 ストッパ C2700T 

20 アダプタ ZDC2 9 バルブボール C3771+クロムメッキ 

(SUS304) 21 六角ボルト SWCH 

10 ボールシート PTFE 22 ブッシング PF 

11    ボディ CAC408(SCS13) 23 コード     

(  )内はステンレスボディ：Ｅ 
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１３１３１３１３．．．．製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様 

13.1 形番表示 

ＭＸＧＣ－ＭＸＧＣ－ＭＸＧＣ－ＭＸＧＣ－１５１５１５１５－－－－００００－－－－３３３３    

    

    

    

 

    

    

        

イ：接続口径  ロ：ボディ 

 弁シート材質 

 ハ：電圧  

15 Rc1/2  0 青銅、ＰＴＦＥ  3 ＤＣ24Ｖ 

20 Rc3/4  Ｅ ステンレス、ＰＴＦＥ 

25 Rc1    

  

    

13.2 おもな仕様    

機種  ３ポート弁 

項目  ＭＸＧＣ－１５ ＭＸＧＣ－２０ ＭＸＧＣ－２５ 

耐圧   MPa 2（水圧） 

使用流体  水、温水 

流体圧力 MPa 0～1 

流体温度 ℃ 0～80（但し凍結なきこと） 

周囲温度 ℃ －10～50 

定格電圧 ＤＣ24Ｖ±10% 

周囲湿度 ％ 95 以下 

消費電流 ｍＡ 750±100 

入力信号 ＤＣ4（0）ｍＡ～20ｍＡ 内部インピーダンス 240Ω 

分解能 2.5％以下 

最大通電頻度 3 秒作動／5秒停止 

接続口径 Rc 1/2 Rc 3/4 Rc 1 

オリフィス径ｍｍ 10 14 19 

Ｃｖ値（前開時） 3 6 11 

質量   kg 2.2 2.3 2.5 

    

ハ 電圧 

ロ ボディシート材質 

イ 口径 
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